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取扱説明書を必ずご参照ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 概要 

GS Viewer for NAVIS-EX（以降は GS Viewer とします）は、NAVIS-EX 

において 、GS-1 で撮影した前房隅角周辺部の画像データを扱う

ためのオプションソフトウェアです。GS-1 で作成した撮影画像や

検査データの表示、観察ができます。また、GS-1 から得られた情

報をさらに処理し、処理後の情報を診断のために提供します。 

GS Viewer は NAVIS-EX の一部として機能します。NAVIS-EX の詳し

い操作方法については、NAVIS-EX 取扱説明書、または電子化され

た添付文書を参照してください。 

 

2. 構成品 

GS Viewer for NAVIS-EX インストール用 CD 

GS Viewer for NAVIS-EX 取扱説明書 

 

【使用目的又は効果】 

使用目的 

眼撮影装置、眼底カメラ、自動視野・眼撮影装置から得られた情

報をさらに処理し、処理後の情報を診断のために提供する。 

 

*【使用方法等】 

GS Viewer を使用するにあたり、GS Viewer の取扱説明書、または

NAVIS-EX 取扱説明書を熟読し、内容を理解した上で使用すること。 

 

1. 設置方法 

下記の仕様を満たす汎用情報端末機器に（株）ニデックが指定し

た方法でインストールして使用する。 

汎用情報端末機器の仕様 

汎用 PC 性能 

 

 

*OS 

 

 

・Windows 10 Pro [32bit/64bit] 

・Windows 10 Enterprise [32bit/64bit]

*・Windows 11 Pro 

・Windows Server 2016 Standard 

・Windows Server 2019 Standard 

*・Windows Server 2022 Standard 

CPU Core i7 以上 

RAM 4GB 以上 

HDD ・クライアント側：80GB 以上 

・サーバー側：160GB 以上 

ディスプレイ SXGA（1280×1024 ピクセル）以上 

ディスク装置 CD-ROM ドライブ 

その他 NAVIS-EX の仕様に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 使用方法 

(1) 起動・準備 

1) サーバーPC の電源を入れます。 

2) クライアント PC の電源を入れます。 

3) NAVIS-EX を起動します。 

4) GS Viewer を起動します。 

 

(2) 操作 

GS Viewer の操作は、眼科医またはその他医師、看護師、臨

床検査技師が行うこと。 

1) 患者データを選択します。 

2) 撮影画像を選択します。 

3) 撮影画像を閲覧・編集します。 

4) 周辺機器が接続されている場合はレポートを印刷、または

データを送信します（必要時）。 

 

(3) 終了 

1) GS Viewer を終了します。 

2) NAVIS-EX を終了します。 

3）PC をシャットダウンします。 

 

3. 併用機器 

眼撮影装置 

販売名     ：ゴニオスコープ GS-1 

認証番号    ：230AABZX00096000 

製造販売業者  ：株式会社ニデック 

 

【使用上の注意】 

使用する前に装置に付属されている取扱説明書、または電子化

された添付文書を参照し、安全に関する注意事項および使用方

法について十分に理解すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者   ：株式会社ニデック 

電話番号       ：0533-67-6151㈹ 

 

*2023 年 12 月（第 2 版）  認証番号： 227AABZX00045000

**2022 年 18 月（第 1 版）  

プログラム１ 疾病診断用プログラム 
管理医療機器 眼撮影装置用プログラム（16419012） 

（眼底カメラ用プログラム（10551012）） 

（自動視野・眼撮影装置用プログラム（16918012）） 
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